
医
学
部
長
の
大
脇
哲
洋
で
す
。 

鹿
児
島
大
学
医
学
科
４
年
生
の
皆
さ
ん
。 

臨
床
実
習
生（
医
学
）の
資
格
修
得
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

あ
な
た
方
は
、
医
師
法
改
正
後
、
公
的
化
さ
れ
た
共
用
試
験CBT

及
びO

SCE

に
合
格
し
た
、
最
初
の
臨
床
実
習
生
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
はStudent D

octor

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
よ
り
、
臨
床
実
習
生
（
医
学
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
認
識
通
り
、
い
わ
ゆ
る
医
師
の
仮
免
許
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
路
上
に
出
て
運
転
す
る
、
す
な
わ
ち
、
臨

床
の
現
場
で
診
療
す
る
事
が
出
来
る
資
格
を
取
っ
た 

と
言
う
こ

と
で
す
。 

臨
床
実
習
生
（
医
学
）
の
制
度
は
、
国
民
が
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル

に
達
し
た
とCBT

やO
SCE

で
確
認
さ
れ
た
医
学
生
に
、
安
心

し
て
身
を
委
ね
る
事
が
出
来
る
事
を
保
障
す
る
た
め
の
制
度
で
も

あ
り
ま
す
。 

１
月
か
ら
、
主
治
医
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
、
外
来
・
入
院
患

者
を
診
る
事
に
な
り
ま
す
。
診
察
し
、
診
断
し
、
治
療
を
行
い
、
そ

の
経
過
を
見
て
い
く
、
一
連
の
医
師
と
し
て
の
作
業
を
行
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
大
き
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。
そ
の
医

療
現
場
を
間
近
で
体
験
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 



鹿
児
島
大
学
医
学
部
の
源
流
で
あ
る
、
西
洋
医
学
校 

鹿
児
島
医

学
校
の
医
学
校
長
兼
病
院
長
は
、こ
の
ホ
ー
ル
の
名
前
で
も
あ
る
、

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
で
す
。
か
れ
は
、
疾
病
の
治
療
だ
け
で

な
く
、
予
防
医
療
、
公
衆
衛
生
、
栄
養
学
の
重
要
性
を
教
え
、
更
に

薩
摩
藩
に
、
医
学
校
は
地
方
に
附
属
病
院
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
無
医
村
対
策
、
地
方
で
医
師
が
活
躍
で
き
る
体
制
作
り
の

提
案
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
彼
の
一
番
弟
子
と
も

言
え
る
、
慈
恵
医
大
の
創
立
者
、
高
木
兼
寬
の
「
病
気
を
見
ず
し

て
、
病
人
を
診
よ
」
と
い
う
、
医
療
の
本
質
に
、
そ
し
て
鹿
児
島
大

学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
彼
は
イ
ギ

リ
ス
独
特
の
臨
床
実
証
医
学 

を
重
ん
じ
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
を
頻
繁
に
行
っ
た 

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島

大
学
医
学
部
と
病
院
は
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
の
で
す
。 

人
を
相
手
と
す
る
臨
床
は
、
極
め
て
複
雑
で
奥
深
い
も
の
で
す
。

色
々
な
人
が
い
ま
す
し
、
多
様
な
考
え
を
持
っ
た
人
が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
が
、
同

じ
志
を
持
つ
仲
間
た
ち
、
先
輩
達
と
連
携
し
合
い
、
お
互
い
に
支

え
あ
い
な
が
ら
前
進
し
て
く
だ
さ
い
。 

CO
VID

-
19

の
感
染
拡
大
が
、
入
学
時
か
ら
大
学
生
活
を
直
撃

し
、
あ
な
た
方
は
、
対
面
で
の
入
学
式
も
無
く
、
入
学
後
も
オ
ン



ラ
イ
ン
講
義
や
部
活
動
が
事
実
上
出
来
な
い
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
に
く
い
生
活
を
３
年
以
上
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
学
年
で
す
。
こ
の
臨
床
実
習
期
間
に
挽
回
す
る
べ
く
、

大
い
に
同
級
生
や
先
輩
医
師
と
交
流
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

日
本
の
医
療
は
、
少
子
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
医
療
費
の
増
大
、

医
師
の
地
域
偏
在
・
診
療
科
偏
在
、
人
手
不
足
な
ど
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
も
、
容
易
に
解
決
で
き

る
こ
と
で
は
な
く
、
常
に
自
身
を
変
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
生

き
残
れ
ま
せ
ん
。
生
涯
に
渡
る
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

常
に
自
分
を
磨
き
、
自
己
研
鑽
を
積
め
る
医
療
者
が
、
国
民
に
求

め
ら
れ
ま
す
。 

 

一
方
で
、
あ
な
た
た
ち
は
、
臨
床
医
だ
け
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
研
究
医
、
医
系
技
官
、
世
界
の
保
健
機
関
で
働
く
な

ど
、
様
々
な
仕
事
に
就
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
う
し
た
仕
事
で

あ
っ
て
も
、
臨
床
の
現
場
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
医
学
・

医
療
・
生
命
科
学
を
深
く
知
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。 

こ
の
臨
床
実
習
生（
医
学
）は
、社
会
人
の
仮
免
許
で
も
あ
り
ま

す
。
学
生
か
ら
社
会
人
へ
と
踏
み
出
す
一
歩
と
し
て
、
情
熱
と
使

命
感
を
持
っ
て
、
進
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 



私
の
座
右
の
銘
は
、
「N

o lim
it!

」
で
す
。
自
分
に
限
界
を
作
ら

ず
、
将
来
、
素
晴
ら
し
い
医
療
者
、
研
究
者
、
医
系
技
官
な
ど 

に

な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。 

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
１
２
月
２
２
日 

 
鹿
児
島
大
学
医
学
部
長 

大
脇
哲
洋 


